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アドバイザーの中島先生（左下）と、

　　　　　　　　　　　　　スキットに熱心に取り組む参加者

　

今
回
のM

e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

の
テ
ー
マ
は
、

経
鼻
内
視
鏡
検
査
（
鼻
か
ら
通
す
胃
カ
メ
ラ
検

査
）
、
胃
潰
瘍
、
逆
流
性
食
道
炎
で
し
た
。

　

え
づ
き
が
少
な
く
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
当
院
で
も
昨
年
か
ら
経
鼻
内
視

鏡
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
英
語
圏
の
方
が
検

査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
案

外
説
明
が
難
し
い
の
が
前
処
置
で
す
。

　

「
ゼ
リ
ー
状
の
麻
酔
を
鼻
に
い
れ
ま
す
」

「
ち
ょ
っ
と
鼻
を
す
す
る
よ
う
に
液
を
吸
っ
て

く
だ
さ
い
」
「
は
い
、
そ
の
ま
ま
３
分
ほ
ど
や

す
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
で
す
。
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麻
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を
鼻
に
い
れ
ま
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の
ま
ま
３
分
ほ
ど
や
す
ん
で
い
て

く
だ
さ
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コ
ン
ロ
イ
先
生
と
坂
尾
先
生
の
名
コ
ン
ビ
に
よ

る
分
か
り
や
す
い
解
説
で
、
言
え
そ
う
で
言
え

な
い
英
語
表
現
を
数
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　

【
西
宮
市
・
中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク　

中
島
敏
雄
】

言
え
そ
う
で
言
え
な
い

　
　
　
　
　
英
語
表
現
を
学
習

司会を務める坂尾先生

参加者の一人一人に丁寧に発音の指導を行う Conroy 氏

　
　

９
月
10
日
、
西
宮
医
療
会
館
で

「
胃
潰
瘍

＆
逆
流
性
食
道
炎
」
を
テ
ー
マ
にM

e
d
ic

a
l 

E
n
g
lis

h
#
2
7

を
開
催
。L

o
b
e
rt C

o
n
ro

y

氏
が

講
師
、
坂
尾
福
光
先
生

（
西
宮
市
。
ビ
ュ
ー
ハ

イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師

・

薬
剤
師
ら
15
人
が
参
加
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
参
加
し
た
中
島
敏
雄
先
生

（
西
宮
市

・

中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

兵庫県保険医協会西宮 ・ 芦屋支部共催企画

愛のコンサートシリーズ vol.2

The Classic Lovers Concert
君こそわが憩い ～ Du bist die Ruh ～

【日　時】　10月27日 ( 水 ) 18時30分開演

【会　場】　西宮市プレラホール

【出　演】　

  ソプラノ　長谷川 眞弓

  ピアノ　　森口 綾子

  バリトン　小玉 晃

  マリンバ　今田 香織

【主　催】　ＳＦＣＣ実行委員会
　　　　　（Songs for Children in Classroom）

   ※本企画は、子どもたちに小学校の授業で詩と音楽の手作り

 　 　コンサートを贈るボランティア活動を支援しております。

【入場料】　当日券 3,000 円、前売券 2,000 円のところ、　

協会を通じてご購入いただきますと１割引（1,800 円）

とさせていただきます。ご希望の際は、下記連絡先まで。

  　　第８回胸部X-P読影会
　　

　　日時 ：10月29日 ( 金 )  20時～

　　会場 ：西宮渡辺心臓・血管センター

　　講師 ：尼崎市・はら内科クリニック　原 秀樹 先生

　　　参加の先生に持ち寄っていただいた胸部写真の検討会を行います。

　　　毎日の診療の中での検討したい胸部写真をご持参ください。

症例のお持込みを歓迎いたします！

長谷川　眞弓

 上記企画のお問い合わせは　事務局 岡林・山田・伊藤まで

　Tel:078-393-1817 ／ Fax:078-393-1802 ／ Mail:yamada-t@doc-net.or.jp
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
９
月
24
日
に
フ
レ
ン
テ

西
宮
で
世
話
人
会
を
開
催
。
８
人
が
参
加
し
た
。

【
報
告
】

①
英
語
で
診
療
＃
27
（
９
・
10
）

②
厚
生
労
働
省
職
員
と
の
懇
談
会
（
９
・
11
）

【
予
定
・
企
画
】

①
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズV

o
l
.
2

「T
h
e
 

C
l
a
s
s
i
c
 
L
o
v
e
r
s
 
C
o
n
c
e
r
t

」
（
10
・
27
）

②
第
８
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会
（
10
・
29
）

③
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
11
・

６
）

④
第
25
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
13
）

⑤
第
26
回
在
宅
医
療
研
究
会

⑥
英
語
で
診
療

⑦
第
25
回
漢
方
研
究
会

⑧
新
規
開
業
医
交
流
会

⑨
西
宮
・
芦
屋
支
部
設
立
30
周
年
企
画

世
話
人
会
だ
よ
り

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

小林先生のお話に真剣に耳を傾ける参加者

非
核
平
和
祈
念
の
つ
ど
い

被爆体験を語る小林先生

 

　

 

10
月
16
日
、
芦
屋
非
核
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
は
、
上
宮
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
非
核
平

和
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。
医
師
・
市
民
ら

１
０
７
人
が
参
加
し
た
。

　
　

こ
の
つ
ど
い
は
、
１
９
８
５
年
に
芦
屋
市
議

会
が
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
決
議
し
た
こ
と
を

記
念
し
、
市
民
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

幸
原
久
支
部
相
談
役
（
芦
屋
市　

幸
原
小
児
科
・

内
科
医
院
）
が
実
行
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

　
　

幸
原
先
生
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、

記
念
講
演
で
は
、
「
５
０
０
０
人
の
カ
ル
テ
～

被
爆
医
師
の
闘
い
～
」
と
題
し
て
大
阪
・
此
花

診
療
所
の
小
林
栄
一
先
生
が
講
演
。
小
林
先
生

は
、
長
崎
医
科
大
学
付
属
病
院
で
口
頭
試
問
中

に
被
爆
し
た
自
ら
の
生
々
し
い
体
験
を
証
言
。

幸
い
に
も
自
身
に
原
爆
症
の
症
状
は
現
れ
な

か
っ
た
が
、
周
り
で
無
残
に
死
ん
で
い
っ
た
人

た
ち
の
こ
と
を
い
ま
だ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
「
生
き
残
っ
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
小
林
先
生
は
「
残
っ

た
者
の
責
任
」
と
し
て
、
被
爆
者
医
療
を
続
け

る
こ
と
を
決
意
し
、
現
在
で
は
診
療
し
た
被
爆

者
の
数
は
５
０
０
０
人
以
上
に
の
ぼ
る
。

　
　

ま
た
、
「
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
こ
う
や
っ
て

お
話
を
す
る
だ
け
で
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も

ら
え
な
い
」
と
、
被
爆
体
験
を
語
る
こ
と
の
難

し
さ
を
強
調
。
被
爆
体
験
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
と
困
難
さ
を
指
摘
し
た
。

　
　

つ
ど
い
で
は
、
今
年
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
の
報
告
や
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
に
ん

げ
ん
を
か
え
せ
」
の
合
唱
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

�第 24回在宅医療研究会
日  時  11月13日 (土 ) 15 時～ 17時 30分
　
会  場  西宮神社会館２階「福・寿の間」
　 　　　西宮市社家町 1-17　TEL0798-23-3311

講演①  「認知症の医療システム
　　　　　～認知症疾患医療センターの役割～」
　　　　　兵庫医科大学病院　認知症疾患医療センター

　　　　　ケースワーカー　清水 まき さん、西口 亜悠 さん

講演②  「認知症ケアにおける傾聴の意義」
　　　　　元北海道教育大学非常勤講師

　　　　　西長洲荘・介護支援専門員　　　 粟野　真造 さん

事例検討
　ディスカッサー

    たなかホームケアクリニック (篠山市 )  田中 章太郎 先生

    訪問看護センターのぞみ     　        梯　三千代 さん

    高須地域包括支援センター              高橋　君江 さん

    あいケアセンター西宮                  松末　秀子 さん

    浜脇デイサービスセンター              正原　匡明 さん

司　会　つちやま内科クリニック        土山　雅人 先生
　

 上記企画のお問い合わせは　事務局 岡林・山田・伊藤まで

　Tel:078-393-1817 ／ Fax:078-393-1802 ／ Mail:yamada-t@doc-net.or.jp

被
爆
体
験
を
後
世
に
伝
え
た
い

開会あいさつに立つ幸原先生

 　　厚生労働省職員との懇談会
　　

　　日時 ：11月13日 ( 土 )  17時30分～

　　会場 ：保険医協会会議室　神戸フコク生命ビル５階

　　　　　　　　（JR・阪神「元町」駅下車東口から南へ徒歩７分）　

　　　　①外来加算の考え方、②高額レセプト医師に対する指導、③ジェネリックの

　　　推進について、④地域貢献加算、⑤入院中患者の他院受診、⑥ DPC について等

　　　を個別にあげ、厚生労働省職員と論議いたします。事前にお申し込みのうえ、

　　　ご参加ください（定員 20 人）。


